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2018/11/30 ある医療法人が破産宣告した。破産管財人に指名された弁護士が破産者の老健施

設に関わる事業を譲受人に早急に譲渡できるよう宮崎地方裁判所に許可申請した。そして 12/13

に、我々の会医療法人耕和会が譲受人となった。 

12/14 に新規に介護老人保健施設「あおしまのいえ」として事業申請を行い、12/15 に認可され登

録手続きを終了し 12/16を起点とし事業を開始した。 

スピード決着の起爆剤は以下である。11月下旬時点で老健施設の利用者は入所者 60人余り、デ

イケア 40 数人、従業員 70 名。利用者の安全を最優先する必要がある。この点で破産管財人と裁

判所の判断が一致し、耕和会も譲受人となる決断をした。即断である。そして行政のご理解もあり

事業の運営中断を免れた。 

社会医療法人耕和会はこの 31 年間、迫田病院を核としてサンヒルきよたけ（老健）など７つの事業

を運営し兄弟組織の福祉法人とともに素晴らしいリーダーが育っている。彼らのノウハウと心構えを

地域や街づくりに活かせる、そう自負している。再建や新生の苦労は計り知れない。しかし何をお

いてもまず利用者の安全を確保すべく働く人を確保することが喫緊の課題である。介護士とヘル

パーそして調理師が不足している。耕和会のスタッフ、地域自治会の皆様にその確保について御

協力をお願いする次第である。法人外事業所や老健協会などにも協力も仰いでいきたい。事業は

潰してしまえば話は簡単、しかし地域の住民の命綱を守る、そのために手を尽す。私たちはそう覚

悟を決め、猪突猛進で２０１９を将来に繋げようと愚慮している。新たな航海と流転の旅が楽しみで

ある。重ねて皆様の知恵とご支援をお願い申し上げる次第である。皆様が健康に過ごされ、安らぎ

のあるご家庭を築かれますよう、そして益々良いお仕事がなされますよう念じております。 
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社会医療法人耕和会 理事長 迫田耕一朗 

謹 賀 新 年 本年もよろしくお願い致します 
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社会医療法人耕和会 

迫田病院 

      介護老人保健施設サンヒルきよたけ 

サンヒルきよたけ介護支援サービス 

訪問リハビリテーションサンヒルきよたけ 

      介護老人保健施設あおしまのいえ（旧青島シルバー苑） 

青島ケアプランセンター 

      グループホーム太陽の丘 

      宮崎市赤江地区地域包括支援センター 

      宮崎市赤江在宅介護支援センター 

      城ヶ崎訪問看護ステーションなのはな 

      迫田病院ほほえみ保育園 

 

社会福祉法人耕和会 

       特別養護老人ホーム城ヶ崎小戸の家 


